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Abstract
The purpose of this study was to investigate the level of endurance-capacity in male college
students.133 subjects were participated in this study.Their PWC170,body-weight,%fat and muscle
strength were measured,additionally their exercise custom was inquired.As to PWC170 index ,
± ±active students n=66,170.7 30.0watt were superior than inactive students n=67,146.6( ) (
25.9watt p 0.01 .Furthermore inactive students with underweight were inferior as to PWC170)( < )
index n=22,130.7 24.3watt and muscle strength n=13,39.5 8.2kg p 0.05 .These results( ) ( )( < )± ±
indicate that aerobic exercise is necessary for inactive students,moreover aerobic exercise and
muscle adaptation are necessary for inactive students with underweight.




能力の低下も指摘され、 分間走・ 走の成12 1500m
績も低下している 。厚生労働省の調査 では( ) ( ) ( ) ( )1 , 2 , 3 4



































PWC170 Physical Working Capacity170能力として （
：心拍数 拍時の身体作業能 、体重、 であ170 %fat）
。 、る 筋力推定は 年度の学生のみに実施したがH17
反復挙上回数によるベンチプレス最大挙上力を推定
したものである 。体重・ は体組成計（タニタ( )7 %fat
Body Fat Analyzer DC-320 PWC170社 で測定した） 。
（ ）は自転車エルゴメーター コンビ社 Aero Bike360
にて授業内に測定した。被験者と同年齢の全国値は
150 50約 ワットである ことから 負荷強度を一律( )3 、











表 に測定値を示す。体重は全国値 と同じで1 （３）
あり、 値は高い値 を示した。また、持久性能%fat ( )8
( )力を表す 値( )は を示し、全国値PWC170 watt 162 3
( を に換算)と差はなく約半数の被験者がkpm watt
全国平均値以下であった。また、運動部所属群と非
所属群の 値は ± と ±PWC170 177.7 30.0 146.6
を示し、有意差( < )が見られた。体重順に25.9 p 0.01
群に分けた測定値を見ると運動部非所属の下位群3
52.5 4.3kg p 0.01 PWC170が他の群より体重( ± < )と、
値（ ± 、 < ）が劣っていた。さらに130.7 24.3 p 0.05
運動経験と筋力の関連を見ようとして の学生H17
（ ）に反復挙上回数によるベンチプレス最大挙上力 kg
、 （ ， ）を推定したが 運動部下位群 ８ ±n= 50.4 11.4
は非運動部下位群（ ､ ± ）より筋力がn=13 39.5 8.2
p 0.05 n=15,52.9あった( < )。また、非運動部上位群(





全体　　　 (n=133) 62.0±10.0 18.1±4.6 162.0±31.9
運動部所属　(n=66) 62.3±8.2 18.0±3.8 177.7±30.0












体重(kg) 56.7±5.1 60.5±6.5 71.2±8.2
%fat(%) 14.2±1.6 17.7±0.7 22.9±3.5




体重(kg) 52.5±4.3** 59.5±5.4 71.5±11.3
%fat(%) 13.4±1.9 17.4±1.1 23.4±4.0





y = 0.0571x + 10.797
R2 = 0.0055
下位群
y = 0.5197x - 13.054
R2 = 0.2117
中位群






















y = 0.6482x - 25.545
R2 = 0.5767
上位群
y = -0.1899x + 29.185
R2 = 0.0146
中位群






















y = 0.262x + 0.7848
R2 = 0.1078
y = 0.0924x + 12.052
R2 = 0.0052























y = 0.9269x + 89.507
R2 = 0.1717
非運動部























y = 1.8652x + 144.05
R2 = 0.0565
運動部


























検討報告書」( 年)にて、 代は心拍数 拍1989 20 130
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